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養魚用水の紫外線殺菌について 111. 
U.V.処理水使用によるサケ・マス腐化成績について*

木村喬久H ・吉水 守村本・阿万国光紹材料

(昭和 54，干 10月 1~受理)

Disinfection of Hatchery Water Supply by Ultraviolet (U. V.) 
Irradiation-III. 

Effect of Disinfection of Hatchery Water Supply by Ultraviolet 

Irradiation on Hatching Rate of Salmonid Eggs 

Takahisa KIMURA *へ MamoruYOSHIMIZU***， and Mitsuaki ArODA**** 
**Lαb. Microbiol.， F，αc. Fish.， Ho砧αidoUniv.， Hiαkod，αte， Ho抽出do，Jiαpαn 
***Dept. Food and Nutrition， Hakodate Junior College， HIαkodαte， Hokkaido， J，αpαn 
**** Mori Branch of Hokkαido F.同hH，αtchery，Mori， Hokkαido，品pαn

(Received October 1， 1979) 

The effect of ultraviolet disinfection (22-63 x lOJ IIW .secfcm3) ofwater supply on hatching rate 
of salmon eggs， masu salmon (Oncorhynchus mαsou) and chum salmon (0. ketα) were examined 
The results obtained are summarized as fol1ows 
1) Viable bacterial counts were decreased about 90% in ultraviolet treated water， but viable 

fungi counts did not decrease to the same degree as the bacterial counts 
お Theeying rate and hatching rate were about 20% higher in the ultraviolet treatcd hatching 
tray than thc untreated control， the fungi infection rate of the egg decreased about 19% 
3) Utilization of disinfection of hatchery water supply by ultraviolet irradiation was expected 

to increase the eying rate and the hatching rate 

持者らは前田(木村ら， 1980)までに魚病関連細雨お

よひミス々ヒの U，V 感受性を観察し 4研究!iD報

(木村ら， 1976)で韮魚川水の政指に用いた流水式U，v

j'l的法問(西武化学 CS-50-U.2 'li管式tHh1.4W)は

スノ2ピの完全殺菌に対し亡はさほどその効果ヵ、期待で

きず，より強力な U.v 問!M装院を必要とするが ~{HI丙

/);(囚制的に対してはきわめて有効と考えられることを報

{1;.LtこO

本揮でi工JこのVftノk式 U.v殺i高張慨により処理した野手
化)fj水を用いたヤマベ (Oncorhynchusmαsou)および

レ/ロサウ (0.ket，α)卵の幣化式験全行L、，対照円無処理

水同月]鮮の肺化成績と比較検討し，ぷ!の知}止を得たの

て田町rる)

* 本報;t;:の概要は限和 51 ドl主日本水J辛γ会秋季
j;2<，こお十て発表した。

材 北海道大学水産学部損生物学講座

H 傘 同館短期J、戸食物栄長午科
.*** ~t 海道~!: 'k高酔化場会主場

材料および方法

供試魚卵 北海道庁本斤附化場政支場(以後点主よるJと

附す)にてIt卵，人工受精後 61，11の γJベ卯約 8号()()

P.および函館rli銭fn沢市業協同組合汐i(1川勝f化場にて
採卵1 人 I受料l向後のサケ卯約 40凹粒を成立叫に移

L 11:に森主場1"1の附化宗において'J:験にi凡Lた。

瞬化装置 供よ.~{l，卵(土 Figゐ 1 ，こ小す訓!く l試験lえとメJ

附いの!l1化槽(千製フラスチゾク製)に 2分Lて収納

後，試験μには後述の流水式 U.v殺向型::ii'l:を取りつけ

防}化lfI止を U.v処珂した後1fI¥、fこc

供試U.V照射装置併化JII;J、のl:.v. 情Hと:.!:dIjffi

(木村ら. 1976)で供ぷLた流JR式u.V. t~ 1:(4弘円 (V片

武化学 CS-50-U.2，中管式，山力1.4W) をfjしlよし流

量は水晶を考慮してヤマへm<の砂!il斗試験には 5.0-8.51(

mln，前報(木村ら， 1970の0111'方法によるJI/世J線f止
を 22....，，38x lO，IIW .secfcm2 とL，サケ卵の附化試験に

は 3.0-5.0 l/min， J附射線4138-回、 10"IIW.secfcm2 

とした、
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着生の認められたOlf数からカヒ若生率を算出したっさら

に試験区および対照区の用水について下記に示す方法に

より細菌およびカビ生菌数を経日的に観察した。なお用

水の本温は実験期間を通じ，ヤマベ卵の瞬化試験時は

11-14"C，サケ卵の場合は 7-8"Cであり，尭限までに

要したH数は前者が約 35n，後者が.tJ28 [1，附出lヱ
Jもに*'"65 11 後であったQ

細菌および力ピ生菌数測定法 細菌数は普通:車天地地

を用いた表面塗抹法により 20"C・5日Ril培長後の先生

霊落数から，カヒ菌数はサフロー宗大梢地を用トた1'，1桜

Fig. 1. Arangement of the hatching tray and の方法により測定l，共に 1ml、【うりの生荷数として示

the sampling point of water for deter- た。

mination of viable microorganisms 
結果

購化成績の判定前述の試験区と対J!.(-Uズの卵について 瞬化用水の細菌および力ヒ生菌数瞬化過程における

経口的に尭限卵数および僻化足数を測定し発眼率およ 試験l正および対照いの前仕用車町細菌'1.:..向数I'.IJ定引l果Ii

U鱗化おを求めたコまた向日目的観察により明らかにカビ Fig.2に示rごとくで， ヤマへおよびサケの場(fjUこ
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Fig. 2. Viable bacterial counts in the U. V. treated (B) and untreated (A) water supply 

during the hatching (See Fig. 1) ・-・，u.V. t四 atedwater; ，'. _.  " untreated 
water 
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the day 2. __9， 16. 23. 30. 6. 13. 20. 27. 3. 10. 
date Dec.75 Jan.76 Feb. 

fertillzation -一一一一ー一一一一一一-.eyelng 一一一一一一一一一_hロtchinqout

Fig. 3. Viable fungi CQunts in thc U. V. treated (B) and untreated (A) water supply during 

the hatching (See Fig. 1).・・， U. V. treated water;り-u，untreated water 
U.V. 処理を L た試験以の緋化月本の細菌数は対JI.~，1えに

比しゅjらかに低く. U. V 照射の効果が認められた。

方1昨化用水のカピ生菌数~!.Fig.3に示 Fこ二とくて l

サケの111化IIJAくにおいては試験包のカピ菌数は対照lバに

J[ L常に低い簡を示したが，ヤマベの昨年化用水の場合に

はぷ験Kと対照Fくのカピ南数にイj亘の庄はなく. U.V 

処理の効果はほとんど認められなかった。

ヤマベおよびサケ卵白瞬化成績 ヤマへおよびサケ仰

の琵限札前化率およびカピ若生率は Table1にFすこ

とくで，ヤ Jへ卵の場合発限辛l主対閉k{55.3%に対 L.

U.V 処理水を芹Iし、た式験区では 73.5%と約 18%向

く， さらに酔化率亡は対照lメ 43.5%に対 L.試験ゃくで

は 68.8%と約25%高い怖を示L. カピ若生率からみる

と対照区が 44.2%.試験lメは 21.2%で死卵の太郎分辻

カビが若生していることヵ、ゆ]らかとなった。なおこのカ

ビ着~t が卵の樫死原凶の一次的要|担であるのか卵の死後

にカピヵ:着生したものであるのかは明らかにし併なかっ

たが， カビ着生の大手は尭眼までの期間に観察された。

一方サケ卵の場合の鮮化}瓦縦はヤマベ卵の場合より全

般的に良好であり.111化率は訴訟l乏におし、て 94.2%に

Table 1. Effect of U. V. di白 nfectionof water 

supply on the results of salmon egg 
hatching 

Experiment 1 Experiment II 

Masu salmon Chum salmon 

Test脅 ControlTest合* Control 

Number of the 
eggs employed 4334 4333 1867 1974 
N umber of the 
eyed eggs yield 31開 2393 1779 1512 
Eyeing rate (%) 73.5 55.3 95.3 76.6 
N umber of the 
fungal infected 918 1940 155 573 
eggs 

Fungei (%in) fection 
rate (%) 26.4 44.2 8.3 29.1 
Number of the 
alevin yield 2982 同7 1758 1493 
Hatching rate 
(%) 68.8 43.3 94.2 75.6 

合自owrate; 5.0~8.5 l/min 
U. V. dosage; 22~38x lOJ !fW.sec/cm2 

合金日owrate; 3.0~5.0 l/min 
U. V. dosage; 38-63> 103

•IlW.secfcmZ 
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達し。対闘」メEとの対比においてもャ rベ卵の場合とほほ

1，'1械の傾向が観察された。

考察

U.Vーを用いる水圏徴生物の殺菌に関する報告は多く

みられるか (HOFFMAN，1974)， U. V 処理IIJ水をIIll、て

の魚顔の飼育成績の検討例はきわめて少い (SPANIER，

1978， BROWN and Russo， 1979)。

本曜日工流水式 U.V殺南波iti.により処理した軒化周

本をIIJl九 γマへ卵およひサケ卵の前化【式験を 11つに

カ。供E司:Lたほ本式 U.V 殺向うを尻;土前報(木村ら。

1980) まてに魚類病原和l南町殺菌に対してきわめて有効

てあることを明らかに Lており，本試験におけるI，;J銭的

にヒる流!~. 3.0-8.51!min の軒化用水処理においても

ほぼいlも"見町殺直効果カ何られるものと期待されたが!

低水晶でかつ懸渇粒 fの多い階化用本に対する殺菌効架

は川本'1'町生荷数が対数似て 1オーター下がる科度。す

なわちttJ90%程度の殺菌に侃まり (Fig.2)，細川なと
懸濁物質的多い析化111水などの U.V殺菌にはさらに装

に このような明瞭な正か観察されたことから，魚卵瞬

化時におゆるカピ着生の場合にも，他の成魚のカピ病な

どて明らかにされているように (EGUSA，1965 a， b)，カ

ピ若生の一次要凶として細閣の影響が示唆きれ，このよ

うな見解からすると，軒化用水の U.V。殺閣は瞬化卯の

カビ1，生防止にIBI接的Aこ役立ち得るものと考えられ，附

化中を向 lきせmる可能刊のあることカ抑察された。

要 約

1.昨イヒII1;J、の U.V処即(22-63 y 103 IIW 'secfcm2) 

により細 1~:Lrl品数(土約 9日%の減少を示したか， カヒノi

荷数に〆Jする効果はそれf'll顕持でなかったJ

2 ヤマへおよびサケ卵円耐化J、験におし、(U.V処

理水を月j¥、た試験ドにおける発眼中は期処理本位111のN

照[;(に比Lが'.J18%併化率も 18，...，25%，I:';ji?沿った。

3 卵のカヒ五生中l工ぷ験レ〈において約 1::3-20%の

減少を示 L，軒化時における卯へのカビ:f'í-J~ 肋 11 に U

V 処配水使IIJのIllI接的効史ヵ、認められた、

謝 辞

のii"Iの改nか品史であることか4唆された。 本研究の遂行にあたり，終始御協)Jをしたに./:..北海

-}jノJヒに対しては前報(木村ら， 1980)円結呆から i且よ芋広庄宇都微生物学講陀助教十三，絵tliiJ'i男博 lなら

考えると p ヤ Jへ卵の僻1U<:験結史にみられるように びにIIJ~，'j研+助下の各{すに深品なる謝在、を lHる
殺向効果はほとんど期作できなかったが，サケ卵の場合

U.V 処民水位片!の試験区におしてカヒ菌数は対照J/jこ

比L常に1l¥l、偵を示し (Fig.3)、U.V照射のカピ殺菌

効果かある程度惟定された。したがって前輔の寒主ディ

スク lの向井、の場合よりも府化III;Jcなと*'1'におけるカ

ヒの {({I 形態のプIjj，~ U. V 感受刊か強L可能代も考えら

れる。

。Hグ〉申11L成績はfd限ヰ" iIIlイヒ辛ともに""験以はJ吋wu主
に比L優れた成績をiY'L，Ml'f化用本町 U.V処耳lによる

効果か認められた (Table1)0すなわちヤマヘ卵，サケ

卵ともに発IIJ.lλ干で 18%. 時号化中はJe眼ヰをJx:映してヤ

マへ町jの場合 25%，サう即町場合でも 18%)それぞれ

U.V処型車使用のよ験いのブIJ!J~.xf附[6.よりも高い成績

を示L，特にサケ卵の試験lえの郁化平l工94.2%に述L

たハなおこの粘呆l工U.V，処理d<i本をJ1J¥、たカキ (Cras-

sostrea Vlrglnlcα) 円前化i式験守こおし、てI 試験医の年7化

ヰb対照lメiこ比L 13-18%丙し、とした BROWNand 

Russo (1979)の椴告と[司隠の払毘であった。

)jカピ』民生中てはヤ rベ卵で 17.8九， サケ卵では

20.8% それぞれぷ験lメは対JI.\~[-!.<tり低い値を示 L， 前

記のことく供試した流4式 U.V殺靖装置は、ズカピに

さほど出足的殺尚よりu:f:がj自Ilf!jできなかったにもかかわら
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